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研究成果の概要（和文）：日本のインクルーシブ教育は、国際的な影響から生まれたものに過ぎず、内発的に構
築したものではない。日本の障害児の教育は中央集権的に展開されたために、地方教育委員会と地方の学校は、
理論的・実践的な蓄積を怠ったのである。とくに、理論と理念については先進国からの輸入を繰り返してきた。
そこで本研究では、戦前から日本の特殊教育に影響を与えてきたドイツとアメリカ合衆国、戦後の特殊教育に大
きな影響を与えた社会主義・ロシアおよびスウェーデンから、何を学び、導入しようとしたのかを明らかにし、
日本の特殊教育の実態と対照することにより、日本独自の特殊教育形成を妨げてきた要素は何かを究明した。

研究成果の概要（英文）：  Inclusive education in Japan is merely born out of international 
influences, not structured endogenously. The special education in Japan was developed under 
centralized administrative framework, and the local special education neglected theoretical and 
practical accumulation. In particular, the theories and ideals  have been imported from developed 
countries repeatedly. 
  Therefore, in this research, we studied two themes. One is to clarify what Japanese visitors had 
learned and introduced from developed countries. The target countries are Germany and the United 
States that have influenced Japanese special education before the Great war, and socialism-Russia 
and Sweden that had a great influence on post-war special education. Another theme is to contrast 
the acceptance of information from developed countries with the actual situation of special 
education in Japan. Through these two procedures, we found out what factors have hindered Japan's 
unique special education formation.

研究分野： 特別支援教育
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１．研究開始当初の背景 

 日本の障害児教育は、二つの特徴をもって

いる。一つは、欧米先進国以外では唯一、量

的・質的に高度なレベルの特別支援教育を実

現していること、もう一つは、それにもかか

わらず、他の分野と異なり、国際競争力に乏

しいことである。その原因の一つは、明治期

および昭和戦後期において、理論と実践とも

に先進国からの情報に依存し、その情報に基

づいて、一時的に流行するサイクルを繰り返

してきた。いまや、このサイクルを切断し、

日本の社会的・文化的・教育的基盤のうえに

立った障害児教育の理論と実践を、先進国情

報を相対化して自らの力で構築する時期で

ある。 

 
２．研究の目的 

（1）現在の日本の障害児教育の危機が、理

論と制度における先進国からの表面的・部分

的輸入と実践におけるガラパゴス化によっ

て生じており、基本的な改善課題であること

を明示する。 

（2）この課題は、元来、日本には存在しな

かった特殊教育を欧米先進国から受容する

過程において形成・強化されたことを、特に、

明治以降から現在までのドイツおよびアメ

リカと、戦後のスウェーデンおよび社会主義

（ロシア）との関係史を通じて究明する。同

時に、日本の観点と各国の内部事情とを総合

した欧米障害児教育史の再構成を試みる。 

（3）以上の成果に基づいて、非欧米圏の日

本の障害児教育が、欧米模倣でない、国際的

影響力を持ちうる障害児教育を開発するう

えでの理論的・実践的条件を導出する。 

 
３．研究の方法 

（1）日本が、特殊教育の成立から現在まで、

背景・国情の異なる欧米情報をどのように受

容し、その結果をどのように認識したのか、

教育文化的・社会的背景から解明する。 

（２）特殊教育成立期、基盤形成期、第二次

世界大戦後、現代に分けて、日本が、アメリ

カ・ドイツ、スウェーデン・社会主義（ロシ

ア）から受けた影響の観点と各国ごとの二つ

の分析視点から、各国障害児教育史を再構成

する。 

（３）日本の障害児教育が普及度等で高度な

レベルに達しながらも、情報・技術の輸入超

過と実践のガラパゴス化に陥っている構造

を解明し、国際的に貢献可能な障害児教育シ

ステムの理論と条件を提案する。 

 
４．研究成果 

戦前までの特殊教育制度の基礎構築時代

である大正期までは、中央および地方の政府

高官は、特殊教育に関心をもつ人々がいたが、

小学校制度の確立は障害児の排除に作用し

た。また、盲・聾教育では、社会資源を欠い

ていたために小規模な盲啞学校形態をとっ

たが、地域社会が支えたのである。精神薄弱

児教育では大きな地方間格差があり、大阪・

東京・京都では、わずかな研究と地道な実践

の合体が見られた。さらに、劣等児の教育に

ついても、広範な実践が見られた。しかし、

それぞれの特殊教育がある程度普及すると、

従事する教員も増加することで、しだいに指

導の根拠を自らの実践ではなく、海外の教育

情報に依存するようになる。これには、高等

教育機関に特殊教育の専門家が皆無だった

ことも関係している。 

戦後においても、図式は変わらなかった。

占領国・アメリカの理念を基本とし、アメリ

カを初めとする海外情報が支配的となり、担

当児童生徒に対する自らの実践ではなく、新

しい外来情報に依存する行動様式がつづく。

ただし、例外は二つあった。一つは、敗戦直

後の精神薄弱と昭和 54 年の養護学校義務制

である。この時代には、児童生徒や保護者の

願望に応えるべく、全国でリーダー的な教師

が生まれて、創意工夫を深めたのである。し

かし、それが過ぎた後は、その時々の外来情

報が部分的に摂取され、モザイク的な特殊教

育が形成されていく。こうして、特殊教育が



変化するきっかけは、現在のインクルーシブ

教育に至るまで外来情報に基づくこととな

り、日本の風土に合った特殊教育・特別支援

教育の理論的・実践的構築とその蓄積に向か

うことがない。そして、特別支援教育におけ

る自らの進路は、実践からではなく外来性の

トレンドが規定することになる。この行動様

式の由来と問題を解明することが、日本の障

害児教育における欧米依存を軽減し、自立す

るために必要なプロセスとなる。 

アメリカは、新興国家として躍進したため

に、特殊教育についても、後進国・日本が関

心を示してきた国であり、戦後の占領体制の

下、日本の教育の指針となり、理念的に理解

された。しかし、理念と現実が乖離した国で

ある。19 世紀末以降の大国化、多民族国家・

多文化社会、富の一極集中、教育の地方分権、

公立学校特殊教育の制度化、能力主義、精神

薄弱者の社会的排除、1970 年代の重度精神薄

弱児の教育、1990 年代以降のインクルーシブ

教育唱導。これらの矛盾を総合する歴史的再

構成について検討した。 

ドイツでは、第２次世界大戦後の障害児教

育の理念と学校制度の発展過程について、

Segregation、Integration、Inklusion へと、

ドイツ的特色をもちながら展開してきた。イ

ンクルージョン期では、学校制度の仕組みや

教育活動の具体化には州により対応が異な

った。日独交流については、戦前では盲・聾

教育に関係した教育学者の、戦後では上記の

3期における日本人のドイツ受容および訪日

ドイツ人学者の活動について整理した。 

スウェーデンについては、第 2次世界大戦

以降のインクルーシブ教育への歴史的動向

を、EFA（すべてのもののための一つの学校）

を軸として俯瞰した。2008 年に復活した『従

来型』特殊教育担当教員養成制度は、インク

ルーシブ教育の流れを一気に停滞させた。ま

た、国連障害者権利条約第 17 条「人間とし

ての尊厳」は、スウェーデンにおける障害者

運動の最も肝要な概念であるが、正当に邦訳

されておらず、本来の意味を提起した。 

社会主義・ロシアについては、ソビエト時

代の盲聾児教育の発展について約１世紀に

わたる理論的・実践的過程を明らかにした。

また、社会主義時代の欠陥学と現代ロシアの

障害児教育に通底するＬ.Ｓ.ヴィゴツキー

理論について、日本における受容の特徴を明

らかにした。また、インクルーシブ学校およ

び伝統的タイプの知的障害児学校の教育内

容・方法の特徴を明らかにし、実践的背景を

把握した。 

 研究成果は、2020 年度に単行本として公刊

する予定である。 
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